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今年度、国土交通省では、
標準的なバス情報フォーマット（GTFS-JP）の
改訂作業を行っています。

年度内に新しい仕様書が公開される予定です
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出典：国土交通省「第１回GTFS-JPアップデート検討会」資料

COMmmmONS（コモンズ）の取組
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出典：国土交通省「第１回GTFS-JPアップデート検討会」資料

GTFS-JP改訂の背景
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 対象の交通モードの拡大
 バス、鉄道、フェリー・旅客船、デマンド型交通、シェアモビリティ
 交通モードを横断して共通なデータ整備

 標準的なフェリー・旅客船航路情報フォーマットを統合
 GTFS Schedule（静的）、GTFS Realtime（動的）、GBFS（シェアモビリティ）

GTFS-JP改訂の概要

 散在している関係文書の統合
 「公共交通運行情報標準データ仕様（GTFS-JP）」（仮称）に仕様書、技術解

説資料を統合

公共交通運行情報標準データ仕様（GTFS-JP）（仮称）

仕様書

技術解説
資料

GTFS Schedule
日本標準仕様書

GTFS Realtime
日本標準仕様書

GBFS
日本標準仕様書

GTFSデータ配信
ガイドライン

GTFSデータ
作成手引き

拡張仕様
解説書

データ利活用
事例集
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 MobilityDataが公開しているGTFS Schedule仕様書、ベストプラクティスを反映
 近年の拡張仕様を取り込み

 Google乗換案内のルールを反映

 国内の経路検索サービス、バスロケーションシステム、データ活用システム等の実
装をふまえる

 以上を踏まえた、ファイル・フィールドの追加、必須、推奨、任意等の区分の採用

 データ入力規則、説明資料の拡充

 利用実態が乏しいGTFS-JP独自ファイル、フィールドを標準仕様から削除し、参考
情報として整理

GTFS Schedule 改訂の基本的考え方
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GTFS Schedule日本標準仕様書（案）の概要

 対象を、バス、鉄道、フェリー、デマンド型交通に拡大

 GTFS国際標準仕様に近年追加された、Pathways拡張、Flex拡張、Fares V2拡張
を追加（現時点で国際標準仕様に含まれる全ファイルを含むこととなった）
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Pathways拡張

 構内通路データ
 乗換時間
 車いすルート

Flex拡張

 オンデマンドバス
 区域運行バス等

Fares V2拡張

 多様な運賃
 大人、子ども、障がい者 等
 運賃メディア（チケット、IC

カード、タッチ決済 等）
 時間別運賃
 乗換運賃、乗継運賃

ただし、データ利用側の対応に
時間がかかるものもある

stop_access
フィールドの追加

・乗り場が道路からアクセスできるか
・屋外バスターミナルの設定が可能に

cemv_support
・クレカタッチで乗車可能か
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GTFS Schedule日本標準仕様書（案）の概要

 ＩＤやフィールド値の設定方法を具体的に記載

 「条件付必須」などの条件を丁寧に記載、条件に該当しない場合はどうかも記載

 事項の説明、説明図を大幅に追加

▼有効期間の設定 ▼駅・バス停等の設定 ▼ルートの設定

▼行先の設定
headsign、stop_headsign

▼運賃の設定 ▼翻訳情報の設定
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GTFS-JP改訂の説明会

日時：2026年3月16日（月）15時～16時

会場：オンライン

内容：GTFS-JP改訂の概要
各主体別の対応ガイダンス
・交通事業者、自治体
・システムベンダー
・データ利用者

参加申込：国交省ＨＰ⇒申込フォーム
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_fr_000206.html


